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１．はじめに 

 UASB に代表される嫌気性廃水処理技術は，アルコール系廃水などの高濃度有機性廃水処理の分野で広く普及

している．しかしながら，UASBやABRなどの押し出し流れ型の処理フローでは，アルカリ度が十分に存在しな

い廃水や酸性廃水を処理しようとした場合にアルカリ剤の添加が必要となり，その薬品費用の莫大さが問題とし

て顕在化している．従来のアルカリ剤添加量の削減手法は，代謝由来アルカリ度が生成される場合，廃水の分散

供給や処理水循環等が主流となっている．本研究では，押し出し流れ型嫌気性バッフルドリアクター（Anaerobic 

Baffled Reactor：以下，ABRと称する）のアルカリ剤添加量が削減可能な新規のシステムとして，供給廃水の流入・

流出方向を反転制御することで，効率的な代謝由来アルカリ度の利用を期待した可逆流嫌気性バッフルドリアク

ター（Reversible-flow Anaerobic Baffled Reactor：以下，RABRと称する）を開発した．そして，アルコール蒸留廃

水として甘藷焼酎蒸留粕を高濃度に含む廃水（以下，芋廃水と称する）を対象としたRABRの長期に渡る連続処

理実験を実施し，本システムの処理性能とアルカリ剤削減効果を評価した． 

 

２．実験方法 

 図 1 は，RABR システムの概要図を示す．RABRシ

ステムは，RABR（1.38m3）と沈殿槽（0.1 m3）で構成し

た．RABR内は，仕切り板により 3 区分とした．処理フ

ローは，まず原水槽から RABRに，芋廃水を供給した．

RABR処理水は，沈殿槽を経て最終処理水とした．また，

RABRのHRTは，4日に設定し，流入・流出方向の反転

間隔は，2日間とした． 

 表１は，芋廃水の組成を示す．芋廃水は，pH 3.7の酸

性廃水であり，高濃度に含有する SS成分のほとんどが有

機性成分である特徴を有した．また，芋廃水中の窒素成

分は，ほとんどが有機態窒素である． 

 運転条件として平均 OLR は，RUN1（RABR）：6.1 

kgCOD/(m3･日)，RUN2（ABR）：6.3 kgCOD/(m3･日) ，RUN3

（ABR）： 1.4 kgCOD/(m3･日) とした．運転温度は，RABR

内水温を 55℃に制御した．なお実験開始時の RABR内の

汚泥量は，8.26 kg/m3であった．アルカリ剤の添加量は，

リアクター内 pHが 6.8以上になるように，24 % NaOHを

原水に投入した． 

表 1 芋廃水の組成 

 

 
図 1 RABRシステムの概要図 
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図 2 RABRフローと ABRフローの連続処理実験 

３．実験結果及び考察 

 図 2 は，RABR の連続処理実験の結果を示す．RUN1

は，RABRフロー，OLR 6.1 kgCOD/(m3･日)の条件で 112

日間運転した．CODの除去性能は，流入水の全成分で約

25.3 g/Lであったものが，最終処理水の全成分では約 6.81 

g/Lを得た．SSの除去性能は，流入水で約 8.66 g/Lであ

ったものが，最終処理水で約 3.11g/Lを得た．RUN1の運

転条件は，過度なVFAの蓄積のない安定した処理性能で

あった．RUN1 におけるアルカリ剤添加量は，約 0.26 

kgCaCO3/(m3･d)であった．RABR 内汚泥量は，RUN1 開

始時 8.26 kg/m3であったものが，RUN1終了時 4.28 kg/m3

であったため，汚泥の流出があったと考えられた． 

 RUN2は，ABRフロー，OLR6.3 kgCOD/(m3･日)の条件

で 71日間運転した．RUN2開始後 16日間(121~136 d)

は，RUN1 と同等のアルカリ剤添加量  約 0.26 

kgCaCO3/(m3･d)の条件下で，COD除去性能はRUN1と同

等の処理性能を保持していたが，最終処理水の TBA5.75

が4.01 gCaCO3/Lから1.09 gCaCO3/Lまで減少し，TBA5.75

が減少するにつれ最終処理水の VFA が増加する傾向に

あった．136 日以降は，アルカリ剤添加量を  0.26 

kgCaCO3/(m3･d)から 0.42 kgCaCO3/(m3･d)まで増加させた

が，175日目以降に急激にVFAが増加し，処理性能が急

激に低下した．RUN2 では，RUN1 で生じた汚泥の減少

傾向は確認されなかった． 

 RUN3 は，RUN2 において処理性能が急激に低下した

ため，ABRフロー，OLR 1.4 kgCOD/(m3･日)の条件で 60

日間運転した．処理性能は，RUN3開始後 26日間で回復

した．回復後のCODの除去性能は，流入水の全成分で約

5.99 g/Lであったものが，最終処理水の全成分では約 2.02 

g/L を得た．回復後のアルカリ剤添加量は，約 0.26 

kgCaCO3/(m3･d)であった． 

 表 2は，実験結果の比較を示す．ABRのアルカリ剤添加

量は，0.185 kgCaCO3/kgCODであったのに対し，RABRの

アルカリ剤添加量は，0.042 kgCaCO3/kgCOD まで削減され

た．そのため，可逆流方式によるアルカリ剤削減効果は，

約 75 %削減できることが予想された． 

4．結論 

 本研究では，RABR のアルカリ剤添加量は，0.042 kgCaCO3/kgCOD であったのに対し，ABR のアルカリ剤添加量は，

0.186 kgCaCO3/kgCODであった．そのため，可逆流方式によるアルカリ剤削減効果は，約 75 %削減できることが予想さ

れた．このことから，可逆流方式は，優れたアルカリ剤削減効果を有することが実証された． 

表 2 実験結果の比較 
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